
通りを彩るシャッターアート進行中！
（駅前・本町・大丸通り）
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『特別記念講演会』について

平成21年度鹿児島県地域協働の仕組みづくり記念事

業「都市・地域交流特別記念講演会」を次の日程にて

開催します。激減する公立小中学校児童生徒、農業漁

業の後継者不足、郷土芸能・祭の伝承など、産業・文化・

教育において、共生・協働の理念に基づき、今、何が

できるか一緒に考えてみませんか。

◇日　時　12月５日㈯　14時～16時

◇場　所　阿久根市民会館大ホール

◇講　師

・第１部　佐々木　汎　氏

（渋谷・鹿児島おはら祭大会実行部会　

本部長補佐　他）

・第２部　久本　勝紘　氏

（NPO法人メダカの学校かごしま　理事
長、鹿児島女子短期大学非常勤講師　他）

◇入場料　無料

※問い合わせ先　ＮＰＯ法人ぷれでお

☎７２－０６０７（阿久根市立図書館）

市　長
コラム

「
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
こ
れ
は
私
が
初
め
て
配
っ
た
チ
ラ
シ
の
タ
イ
ト

ル
で
す
。
阿
久
根
市
役
所
や
議
会
の
あ
り
方
に
激
し
い
違
和
感
を
お
ぼ
え
、
チ
ラ

シ
配
り
を
始
め
た
の
は
平
成
15

年
の
こ
と
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
６
年
半
、
皆
様
に

社
会
の
現
実
を
お
知
ら
せ
す
る
作
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
今
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
本
当
に
た
い
へ
ん
で
し
ょ
う
。」
と
多
く
の
方
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
私
は
苦
労
し
て
い
る
と
は
感
じ
て
は
い
ま
せ
ん
。
６

年
半
前
、
現
実
を
知
ら
さ
れ
ず
、
ま
た
知
ろ
う
と
も
せ
ず
に
暮
ら
す
ひ
と
び
と
に

も
、
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
作
業
を
し
て
こ
な
か
っ
た
自
分
に
も
絶
望
し
た
こ

と
か
ら
、
会
社
ば
か
り
か
家
庭
の
崩
壊
を
も
覚
悟
し
て
チ
ラ
シ
配
り
を
続
け
ま
し

た
。
た
だ
た
だ
、
苦
し
み
紛
れ
の
毎
日
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
不
思
議
な
こ
と
に

市
民
の
皆
様
が
私
を
議
員
に
し
、
市
長
に
し
ま
し
た
。
私
は
自
分
へ
の
絶
望
に
失

敗
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
は
皆
様
の
希
望
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

阿
久
根
は
希
望
に
向
か
っ
て
変
り
始
め
て
い
ま
す
。多
く
の
課
題
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
正
体
を
見
極
め
る
な
ら
ば
「
課
題
」
こ
そ
が
よ
り
大
き
な
問
題
を

解
決
す
る
力
に
な
り
ま
す
。
課
長
会
の
席
で
私
は
「
市
民
と
苦
労
を
共
に
し
、
市

民
と
痛
み
を
分
ち
あ
う
阿
久
根
市
役
所
に
変
え
る
。
こ
れ
に
賛
成
し
て
く
れ
ま
す

か
。」
と
発
言
し
ま
し
た
。
同
席
の
職
員
全
員
が
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
阿
久

根
の
改
革
に
と
っ
て
、「
公
民
格
差
の
是
正
」
は
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
先
ず
、

市
民
と
職
員
が
そ
の
現
実
を
お
互
い
に
確
認
し
あ
う
所
に
是
正
へ
の
道
が
あ
り
ま

す
。「職

員
給
与
の
張
り
紙
」
は
双
方
が
確
認
し
あ
う
べ
き
現
実
で
す
。
こ
の
た
め

に
市
民
と
職
員
に
対
立
が
生
じ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
対
立
を
な
く
す
方
法
と
し
て

と
る
べ
き
方
法
は
、
張
り
紙
を
剥
が
す
事
で
は
な
く
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
な
の

で
す
。
痛
み
を
感
じ
よ
う
と
も
、
真
実
を
隠
し
て
い
て
は
理
解
も
共
感
も
始
ま
り

ま
せ
ん
。
苦
労
と
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、
一
緒
に
住
み
よ
い
町
に
変
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

阿
久
根
市
長　

竹
原　

信
一

「
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

「
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
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■
教
育
文
化

▽
神
川
長
久

昭
和
57
年
度
か
ら
の
27
年
間
、
学
校
薬
剤

師
と
し
て
市
内
小
中
学
校
の
飲
料
水
や

プ
ー
ル
等
の
水
質
検
査
、
照
度
検
査
、
学

校
薬
品
の
管
理
指
導
等
学
校
環
境
衛
生
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
神
川
佳
文

昭
和
58
年
度
か
ら
の
26
年
間
、
学
校
薬
剤

師
と
し
て
市
内
小
中
学
校
の
飲
料
水
や

プ
ー
ル
等
の
水
質
検
査
、
照
度
検
査
、
学

校
薬
品
の
管
理
指
導
等
学
校
環
境
衛
生
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平成21年市民表彰式

市
民
特
別
表
彰

■
地
方
自
治
部
門

▽
竹
之
内
滿
盛　
　
　
　

（
区
長
勤
続
10
年
）

▽
小
田
利
雄　
　
　
　
　

（
区
長
勤
続
９
年
）

▽
馬
見
塚
廣
海　
　
　
　

（
区
長
勤
続
８
年
）

▽
𠮷
田　

勉　
　
　
　
　

（
区
長
勤
続
８
年
）

▽
冨
吉
昭
一　
　
　
　
　

（
区
長
勤
続
６
年
）

▽
寺
園
達
雄　
　
　
　
　

（
区
長
勤
続
６
年
）

▽
中
川　

勝　
　
　
　
　

（
区
長
勤
続
５
年
）

■
教
育
文
化
部
門

▽
川
路
利
壽

市
陸
上
競
技
協
会
副
会
長
と
し
て
、「
あ

く
ね
ボ
ン
タ
ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」「
九

州
選
抜
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」
等
の

功
労
者
表
彰

大
会
の
先
頭
に
立
ち
審
判
員
を
務
め
る
な

ど
、
陸
上
競
技
だ
け
で
な
く
、
本
市
の
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
青
少
年
の
健
全
育
成

に
、
永
き
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
野
崎
義
行

平
成
20
年
度
に
西
目
自
然
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
発
足
さ
せ
様
々
な
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
に
よ
り
本
市
の
教
育
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

■
産
業
経
済
部
門

▽
園
田
直
喜

昭
和
37

年
か
ら
脇
本
海
水
浴
場
に
お
い

て
、飲
食
店
や
シ
ャ
ワ
ー
施
設
を
開
業
し
、

海
水
浴
客
の
誘
致
に
努
め
、
市
の
観
光
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
的
場
博
美

阿
久
根
商
工
会
議
所
常
任
議
員
・
北
薩
法

人
会
副
会
長
、
阿
久
根
市
塩
干
水
産
加
工

業
組
合
長
を
歴
任
さ
れ
、
本
市
商
工
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
社
会
福
祉
部
門

▽
山
口
幸
補

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
、

そ
の
経
験
を
活
か
し
相
談
及
び
啓
発
活
動

に
尽
力
さ
れ
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

■
納
税
成
績
優
良
区

▽
川
畑
中
区　
　

▽
落
区

▽
萇
野
区　
　
　

▽
宮
原
区

▽
長
谷
区　
　
　

▽
木
佐
木
野
区

▽
田
代
中
区　
　

▽
田
代
下
区

▽
小
漉
区

平成21年市民表彰式が10月15日、市民会館大ホールで盛大に行われました。表彰式では、地方自

治や教育文化、産業経済などの分野で市勢発展に多大な貢献のあった14名９団体が表彰されました。

なお、受賞者は次のとおりです。（敬称略）
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10
月
４
日
、
市
内
９
小
学
校
で
秋

の
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
50
歳
を

迎
え
る
卒
業
生
が
「
華
の
50

歳
組
」

と
し
て
母
校
の
運
動
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

今
年
の
「
華
の
50
歳
組
」
は
、
昭

和
47

年
３
月
に
各
小
学
校
を
卒
業

し
た
方
々
で
し
た
。「
華
の
50
歳
組
」

の
皆
さ
ん
は
、
在
校
生
や
大
勢
の
観

客
の
歓
声
に
包
ま
れ
る
中
、
な
つ
か

し
い
母
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
会
前
日
の
10
月
３
日

は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
パ
レ
ス
で
市
主
催
の
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
約
400

名
が
参
加
。
参
加
者
は
、
久
し
ぶ
り

に
再
会
し
た
旧
友
と
お
互
い
の
近
況

報
告
や
思
い
出
話
な
ど
に
花
を
咲
か

せ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
翌
日
に
は
、
学
校
ご
と

に
分
か
れ
て
、
一
日
遠
足
や
旅
行
に

行
き
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

※
こ
の
他
に
も
阿
久
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
「
華
の
50
歳
組
」
の
写
真

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

歓迎レセプションのオープニングを
飾った阿久根中学校吹奏楽部

思い出話に花が咲く

華の50歳組代表者あいさつを行う
脇本小実行委員長の大野洋一さん

再会を祝し記念写真

旧友と再会の乾杯

変わらぬ友情を育む

母校のグラウンドを駆ける
華の50歳組

阿久根小

歓迎レセプション フォト集
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後輩のために50歳組の方々が作った緑門
（大川小）

一列に並んで入場行進（尾崎小）

恩師の前で代表者あいさつ（山下小）童心にかえり健脚を競う（脇本小）

50歳組に声援を送る大勢の方々 懸命にバトンをつなぐ（大川小）

万感の思いを胸にゴール（阿久根小） 久しぶりのハンヤ節も体が覚えていました
（西目小）

お手玉入れにも参加（田代小）

正門で記念写真（折多小）遠足では西目小と阿久根小の
50歳組の方が交流しました　

運動会・遠足 フォト集

ムカデ競走にも参加（鶴川内小）
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行政トピックス

「財政健全化法」に基づく本市の「健全化判断比率」および
「資金不足比率」について公表します

地方公共団体（都道府県や市区町村）の財政破綻を未然に防止するため、平成19年６月に財政の健全性
に関する比率の公表制度を設け、比率が悪化した地方公共団体に早期健全化を促す「財政健全化法」が施
行されました。
その「財政健全化法」に基づき、本市の平成20年度の健全化判断比率および資金不足比率を公表します。
　※問い合わせ先　財政課財政係　☎７３－１２１１（内線１２２４）

◇平成20年度健全化判断比率 （単位：％）

指 標 項 目
阿久根市の
比   率

早期健全化
基　　準

財政再生
基　　準

説　　　　　　　　　　明

①実 質 赤 字 比 率 － 14.32 20.00 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準
財政規模に対する比率です。

②連結実質赤字比率 － 19.32 40.00 阿久根市の全会計を対象とした実質赤字額
の標準財政規模に対する比率です。

③実質公債費比率 15.0 25.0 35.0 一般会計等が負担する元利償還金及び準元
利償還金の標準財政規模に対する比率です。

④将 来 負 担 比 率 92.6 350.0 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債
の標準財政規模に対する比率です。

※①実質赤字比率、②連結実質赤字比率は、実質赤字額がないことから「－（該当なし）」で表示しています。

また、昨年度に比べ③実質公債費比率は、地方債の借入れの抑制、繰上償還等により1.0％減少し、④将
来負担比率は地方債の現在高の減少等により18.7％減少しました。

◇平成20年度資金不足比率 （単位：％）

会 計 名
資金不足
比　　率

経営健全化
基　　準

説　　　　　　明

上 水 道 事 業 会 計 － 20.00 資金不足額がないため資金不足比率は算定されないこ
とから「－」で表示しています。

簡易水道特別会計 － 20.00 資金不足額がないため資金不足比率は算定されないこ
とから「－」で表示しています。

＊用語説明

【早期健全化基準】　　財政状況が悪化した状況において、自主的かつ計画的にその財政状況の改善を図る

必要があるとされる基準です。この基準を超えると財政健全化団体となり、財政健全

化計画を策定する必要があります。

【財政再生基準】　　財政状況の著しい悪化により、自主的な財政の健全化を図ることが困難な状況であ

るとされる基準です。この基準を超えると財政再生団体となり、財政再生計画を策定

するとともに国の指導のもとに財政再生を行うこととなります。

【実 質 赤 字 額】　　歳入不足のため翌年度の歳入を繰り上げて充てた額、歳入不足のため支払を翌年度

に繰り延べた額、歳入不足のため事業を繰り越した額の合計額をいいます。

※平成20年度の決算において、本市の実質赤字額はありません。

【標準財政規模】　　地方自治体の標準的な収入の規模を示す指標で、標準税収入額、普通交付税額、地

方譲与税額の合計額をいいます。平成20年度の本市の標準財政規模は62億８千６百万

円程度（臨時財政対策債を含む。）となっています。
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行政トピックス

日　　時　12月17日㈭　10時～15時

場　　所　阿久根市働く女性の家

対 象 者　阿久根市在住または在勤の女性

相談内容　＊育児・子育てに関する悩み

＊配偶者等からの暴力に関する悩み

…など

対応機関　鹿児島市の特定非営利活動法人（Ｎ

ＰＯ）「こころのサポート　アミ」

の相談員が相談を受けます。

申込方法　12月10日㈭までに、働く女性の家へ

ご連絡ください。

※問い合わせ先

阿久根市働く女性の家　☎73-3769

メールアドレス：kikaku@city.akune.kagoshima.jp

女性相談員による女性のための
無料相談（事前予約制）

平成21年度上半期 予算執行状況について
平成21年度上半期の予算執行状況について公表します。（平成21年９月30日現在）

※問い合わせ先　財政課財政係　☎７３－１２１１（内線１２２４）

「原子力立地給付金」は、原子力発電所等の周辺地域の振
興および地元の福祉向上を図ることを目的に、国の電源立地
地域対策交付金制度に基づいて交付されます。
この交付金は、財団法人電源地域振興センターの委託を受

けた九州電力㈱が、10月１日現在で、電気の供給をうけられ
ている方に交付いたします。

○交付対象となる方
次の契約種別（注）の方に「原子力立地給付金」を交付

します。
・　一般家庭などにおける従量電灯、時間帯別電灯、季時
別電灯、高負荷率型電灯、農事用電灯、低圧電力、低
圧季時別電力、農事用電力をご契約のお客さま

・　工場や事業所などにおける特定規模需要のお客さま
（注）契約種別とは、当社の定める契約メニューをいいます。毎月、
検針時に配布している「電気ご使用量のお知らせ」をご覧下さい。

○交付の方法・時期および金額
11月下旬から12月下旬にかけて口座振込または振替払出

証書により「原子力立地給付金」を交付いたします。
〈給付金額〉
電灯契約１口あたり： 3,000円
電力契約１kWあたり：　744円
※農事用契約は、基準日の属する月の前12月の使用実績に基づき、
上記金額を月按分（金額×使用月数／12か月）した金額
なお、振替払出証書は、郵送でお届けいたしますので、

ゆうちょ銀行または郵便局窓口へご持参ください。

※問い合せ先
［電気のご契約等について］　　　　　［給付金の制度について］
九州電力株式会社　出水営業所　　　㈶電源地域振興センター
☎0120－986－801（コールセンター）　　☎03－5405－8118（直通）

原子力立地給付金の交付について
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楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎７３-１２１１（内線１２１４）みんなのアルバム

まちの話題

みんなのアルバム

歓談し交流を深める参加者

婚活イベントが行われました
－阿久根商工会議所主催－

10月25日、ＡＢＣパレスで婚活事業「ハッピーカップル

パーティー第１回ときめいて阿久根」が開催されました。

この事業は、阿久根商工会議所が、地域活性化などを目

的に主催したものです。

男性34名、女性30名の参加者は、自己紹介や歓談、ゲー

ムなどで交流を深め、意中の相手を見つけていました。

そして、パーティーの最後には９組のカップルが誕生し

ました。

「麦ほめ」を披露した参加者

元気の良いほめ口上が響き渡るY
－鹿児島市でのイベントで「麦ほめ」披露－

10月12日、鹿児島市民文化ホールで「第14回　伝承・郷

土芸能キャンペーン～ふるさとの響き　百花繚乱～」が開

催され、倉津区の「麦ほめ」が県内の他の郷土芸能ととも

に披露されました。

参加した子どもたちは、約1,500名の観客が見守る中、
ステージ上で３か所に分かれ「麦ほめ」を行った後、観客

に向かい「みなさんの笑顔はいい笑顔～」とほめ口上を会

場内に響き渡らせていました。

遊具に絵を描く中学生

10
月
11
日
、
三
笠
中
学
校
の
美
術
部
員
が

番
所
丘
公
園
の
遊
具
に
阿
久
根
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
絵
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。

中
学
生
が
遊
具
に

絵
を
描
く「ノリ」の良いジャズを演奏す

る「リトル・チェリーズ玉江」

10
月
25
日
、
鶴
川
内
中
学
校
で
「
第
10
回

で
ん
え
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
リ

ト
ル
・
チ
ェ
リ
ー
ズ
玉
江
が
テ
ン
ポ
の
良
い

音
楽
を
演
奏
し
ま
し
た
。

田
園
に
響
き
渡
る

音
楽
の
し
ら
べ

全国表彰を受けた山口さん

10
月
９
日
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
平
成
21
年
全
国
地
域
安
全
運
動
鹿
児
島

県
大
会
」
に
お
い
て
、
山
口
勝
彦
さ
ん
（
折

口
東
区
）
が
警
察
庁
長
官
お
よ
び
全
国
防
犯

協
会
連
合
会
会
長
か
ら
全
国
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
、
永
年
、
立
し
ょ
う
活
動
や
防
犯
活

動
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
た
山
口
さ
ん
の
功
績

を
称
え
た
も
の
で
す
。

永
年
の
功
績
に

全
国
表
彰

「
広
報
あ
く
ね
平
成
21
年
10
月
号
み
ん
な
の

ア
ル
バ
ム
（
12
ペ
ー
ジ
）」
に
掲
載
し
た
第
11

回
阿
久
根
交
通
・
地
域
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
大
会
結
果
で
個
人
の
部
準
優
勝
者
を

寺
地
年
子
さ
ん
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
寺
脇
年
子
さ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正



ど
ち
ら
も
家
族
の
影
響
で
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
華
道
は
、
小

学
校
三
年
生
の
頃
か
ら
始
め
ま
し
た
。

季
節
に
合
っ
た
花
々
を
使
い
、
剣
山

に
刺
し
て
花
器
に
生
け
て
い
ま
す
。

生
け
方
に
も
種
類
が
あ
り
、「
自
由

花
」、「
お
し
ょ
う
花
」、「
新
風
体
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
華
道
を
し
て
い

る
時
は
、
心
が
癒
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。剣

道
は
小
学
校
五
年
生
の
頃
か
ら

始
め
ま
し
た
。
一
対
一
の
勝
負
で
、

何
よ
り
も
自
分
自
身
に
負
け
な
い
よ

う
に
、
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
二
つ
を
学
ん
で
い
て

思
っ
た
こ
と
は
、「
こ
の
二
つ
の
文

化
に
共
通
す
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
華
道
で

は
、
生
け
花
を
し
て
い
る
と
き
に
、

ど
う
花
を
き
れ
い
に
見
せ
る
か
、
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
え
て
、
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
き
れ

い
に
見
せ
よ
う
と
す
る
心
も
大
切
だ

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
、
言
葉

の
意
味
が
難
し
く
感
じ
ら
れ
た
け
ど
、

今
は
少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ど
う
生
け
れ
ば
き
れ

い
に
見
え
る
か
な
あ
と
考
え
な
が
ら

生
け
て
い
ま
す
。
最
近
母
も
、「
今

日
の
花
も
き
れ
い
に
生
け
る
こ
と
が

で
き
た
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

私
は
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
見

る
人
に
感
動
を
与
え
る
よ
う
に「
心
」

を
こ
め
て
生
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

次
に
剣
道
で
す
が
、
私
が
住
ん
で

い
る
大
川
は
昔
か
ら
と
て
も
剣
道
が

さ
か
ん
で
す
。
大
川
中
の
先
輩
方
は
、

全
国
優
勝
十
七
回
を
始
め
、
数
々
の

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

道
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
賞
状
や
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
並
ん
で
い
て
、
身
の
引

き
し
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
こ
の
道

場
で
剣
道
を
始
め
た
の
は
、
下
薗
重

志
と
い
う
先
生
の
存
在
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
の
先
生
は
私
が
剣
道
に

入
る
ず
っ
と
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
父
も
剣
道
を
し
て
お

り
、
そ
の
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て

い
た
の
で
、
下
薗
重
志
先
生
に
つ
い

て
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
夏
の

暑
い
日
や
、
冬
の
寒
い
日
、
豪
雨
の

日
で
あ
っ
て
も
、
朝
練
習
、
夕
練
習

の
始
ま
る
前
に
、
誰
よ
り
も
早
く
来

て
、
練
習
中
は
静
か
に
道
場
に
座
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
無
口
な
人
だ

っ
た
け
れ
ど
、
剣
道
は
礼
に
始
ま
り
、

礼
に
終
わ
る
。
人
間
形
成
を
し
て
い

く
中
で
の
修
業
の
場
で
あ
り
、
人
が

生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
心
の
勉
強

を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
。」
と
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
道
場
に
あ
る
い
く
つ
も
の

賞
状
や
た
て
、ト
ロ
フ
ィ
ー
を
見
て
、

父
の
言
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

大
川
か
ら
出
た
先
輩
方
は
、「
自
分

に
剣
の
道
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
恩

師
、
先
生
が
い
な
か
っ
た
ら
、
今
の

自
分
も
い
な
い
。」
と
い
う
こ
と
も
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が

今
、
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生

も
、
下
薗
重
志
先
生
か
ら
剣
道
を
教

え
て
も
ら
っ
た
方
々
で
す
。
毎
日
の

け
い
こ
で
は
、
私
に
足
り
な
い
と
こ

ろ
を
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
親
身
に
な

っ
て
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
川
錬

武
館
に
下
薗
重
志
先
生
が
残
し
て
く

だ
さ
っ
た
伝
統
、
精
神
、
そ
し
て
心

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
毎
日
け
い
こ

に
は
げ
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
華
道
、
剣
道
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、
二
つ
と
も
「
心
」
を
育

て
る
、
ま
た
は
「
心
」
を
磨
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

「
文
化
」
と
は
、「
学
問
や
芸
術
な

ど
、
人
間
の
心
の
は
た
ら
き
に
よ
っ

て
、
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
」
と
い

う
こ
と
が
あ
る
辞
書
に
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
「
文
化
」
と
い
う
も

の
は
、昔
か
ら
人
の
「
心
」
を
打
ち
、

育
て
、
磨
い
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
人
に
流
さ
れ
な
い
自
分
ら

し
さ
を
も
て
る
芯
の
強
い
心
を
持
ち
、

人
や
花
に
対
し
て
も
優
し
い
心
、
感

謝
す
る
心
を
忘
れ
ず
、
自
分
自
身
の

心
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

県大会で優良賞を受賞
平成21年度第31回「少年の主張鹿児島県大会」が鹿

児島市で開催され、大川中２年の濵田かれんさんが、
優良賞を受賞しました。
この大会には、県内の中学校から、約5,500点の応募

があり、一次審査に合格した濵田さんら10名が、多く
の聴衆を前に自らの主張を堂々と力強く発表しました。
今回は、その弁論を紹介します。大川中学校２年

濵田かれん

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
日
本
。
こ

の
日
本
に
は
、
昔
か
ら
素
晴
ら
し
い

文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
私
は
、

こ
の
よ
う
な
日
本
の
文
化
の
中
で
今
、

二
つ
の
分
野
を
学
ん
で
い
ま
す
。
一

つ
は
華
道
、
も
う
一
つ
は
剣
道
で
す
。

「
心
」
を
磨
く

図
書
館
だ
よ
り

本に親しむ集い（図書館まつり）を開催Y

今年も、皆さんを素敵な物語の世界へご案内します。
ご家族・お友達をお誘い合わせのうえ、是非お越しく
ださい。なお、当日と翌日、市立図書館は休館します
のでご了承ください。

◇日時　11月23日㈷　13時から

◇場所　市民会館大ホール

◇内容　トトロのへや・おひさまクラブによる実演、

ヨーヨーパフォーマンス、本のフリーマー

ケット等

※問い合わせ先　市立図書館　☎７２－０６０７

『
仏
像
の
見
方
』沢

村 

忠
保　

著

『
三
人
暮
ら
し
』群

よ
う
こ　

著

－ 9 －

新　刊　案　内
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くらしの情報

大切な住宅の相談は大工さんが一番です
あなたの住宅は何年になりますか。悪い箇所を放っておく
とだんだんひどくなり、修理代が２倍･３倍にもなります。
故に修理はできるだけ早めになされるのが得策です。
＊次のような場合は点検が必要です。
・屋根に雨漏りの箇所がある
・台所の床がぶかぶかする
・便器やタンクで水漏れがしているような気がする
・建具の開け閉めが硬くて重たくて毎日が苦痛
・白ありがついていそうな気がする
「住居のことなら」左官，水道，電気，他すべておまかせ下さい。
モデルルーム（ミニハウス・浴室・洗面所）公開中
（ホームページ）http://daikunosato.iinaa.net/

（受付）大 工 の 里
住所�阿久根市山下��番地（岩﨑一男）

住居の事なら
◉即おこたえ致します◉

電話（0996）72-3131番

◎御電話を頂けば見積り及び相談が電話にてできます

保存版

和　式 洋　式

暖房便座付き

改装の一例
（和式を洋式）

���� ���円
（工事代含む）

建
物
な
ど
を
建
て
る
時
は
、
確
認

申
請
・
建
築
工
事
届
が
必
要
で
す

都
市
計
画
区
域
内
に
建
物
を
建
て
る
と
き

（
増
改
築
・
移
転
・
大
規
模
な
修
繕
・
模
様

替
え
も
含
む
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
申
請

書
を
提
出
し
、
建
築
主
事
の
確
認
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

区
域
外
で
あ
っ
て
も
建
物
の
用
途
、構
造
、

規
模
に
よ
っ
て
は
確
認
申
請
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
工
作
物
（
２
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
や
４
ｍ

を
超
え
る
広
告
塔
な
ど
）
は
、
市
内
全
域
で

確
認
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
確
認
申
請
と
は
別
に
、
市
内
全
域

に
お
い
て
、
10
㎡
を
超
え
る
建
物
を
建
築
す

る
と
き
は
、
建
築
工
事
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

建
築
確
認
を
受
け
な
か
っ
た
り
、
工
事
届

を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
法
律
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

＊
都
市
計
画
区
域
…
市
街
地
、
波
留
、
赤

瀬
川
、
折
口
、
多
田
、
鶴
川
内
（
一
部
）、

山
下（
一
部
）、西
目（
一
部
）、大
川（
一
部
）

※
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
建
設
課
建
築
係

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
１
２
２
）

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
っ
て
Y

収
集
日
以
外
に
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
る
、

指
定
袋
を
使
わ
ず
に
ご
み
を
出
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
た
事
例
が
発
生
し
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
管
理
さ
れ
る
自
治
会
の
方
や
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
周
囲
の
住
民
が
大
変
困
っ
て
い
る
と
の
報

告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
曜
日
ご
と
に
収
集
品
目
と
ご
み

を
出
す
際
の
指
定
容
器
が
定
め
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
み
を
出
す
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め

ら
れ
た
方
法
に
よ
り
収
集
日
当
日
の
朝
８
時

30
分
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
や
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
各

家
庭
に
配
付
し
て
あ
る
「
阿
久
根
市
家
庭
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
と
「
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方　

暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
環
境
対
策
係

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
２
５
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な

ど
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

11
月
15
日
㈰
か
ら
21
日
㈯
は
、
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
で
す
。

＊
相
談
時
間

平　

日　

８
時
30
分
〜
19
時

土
・
日　

10
時
〜
17
時

◇
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

12
月
４
日
㈮
か
ら
10
日
㈭
ま
で
の
１
週
間

を
「
第
61
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
的

に
人
権
啓
発
活
動
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な

り
、
本
市
も
次
の
と
お
り
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢

者
お
よ
び
障
害
者
等
の
人
権
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
相
談
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時　

12
月
10
日
㈭　

10
時
〜
15
時

◇
場
所　

市
民
会
館
第
１
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
環
境
課
住
民
係

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
２
１
）

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
回
収
に
つ
い
て

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

12
月
８
日
㈫　

７
時
30
分
〜
10
時

◇
場
所　

阿
久
根
市
民
会
館
前
広
場

Ａ
コ
ー
プ
三
笠
店
広
場

◇
１
㎏
当
た
り
の
回
収
費
用

・
ポ
リ
エ
チ
エ
ン
フ
ィ
ル
ム　

13
円

・
ビ
ニ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

10
円

※
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課
農
政
管
理
係

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
１
３
７
）

検
察
審
査
会
を
ご
存
じ
で
す
か
？

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し

て
く
れ
な
い
の
は
、
納
得
で
き
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
相
談
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
７
１
２
１
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くらしの情報

服、「良いものを長く大切に�」
フォーマル虫喰いチェック�
無料、防虫加工（衣替え）

そのシミ　どげんかせんといかん�

◎フォーマル＆きもの専門店

�
七五三

� �

� �

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申
告
に
お
い

て
納
め
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で

国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
際
に
は
、
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
皆
様
に
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
順
次
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う

時
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
世
帯
主
が
そ
の
扶
養
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
世
帯
主

が
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６
（
代
表
）

労
働
保
険
の
成
立
手
続
は
お

済
み
で
す
か

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
は
、

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働

保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
・
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
は
、
11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
」
と
定
め
、
加
入
促
進
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

加
入
手
続
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
お
近

く
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

他
、
社
会
保
険
労
務
士
・
商
工
会
等
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
３
２
２
５

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

☎
（
６
２
）
０
６
８
５

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
企
業
説
明
会

◇
日　

時　

11
月
28
日
㈯　

13
時
〜
16
時
半

◇
場　

所　

福
岡
フ
ァ
シ
ョ
ン
ビ
ル
７
階

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
２
の
10
の
19
）

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
庁
雇
用
労
政
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
２
８

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
の
啓
発
事
業

知
っ
て
得
す
る
「
法
律
」
勉
強
会
が
、
12

月
10
日
㈭
10
時
か
ら
正
午
ま
で
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
11
月
20
日
㈮
ま
で
に
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
〔
☎
０
９
９
（
２
２
１
）

６
６
０
３
〕
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
の
募
集
に
つ
い
て

防
衛
省
で
は
次
の
と
お
り
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

高
等
工
科
学
校
生
徒
課
程
修
了
時
に
は
、

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

ま
た
、身
分
は
、特
別
職
国
家
公
務
員
「
生

徒
」
で
、
月
額
９
万
４
千
９
百
円
の
手
当
と

年
２
回
の
期
末
手
当
の
支
給
を
受
け
る
ほ
か
、

宿
舎
は
無
料
で
、
食
事
・
被
服
類
・
寝
具
に

つ
い
て
も
支
給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

◇
受
験
申
込
期
間

平
成
22
年
１
月
８
日
（
金
）
ま
で

◇
受
験
資
格

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17

歳
未
満
の
男
子
。（
平
成
５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
）

◇
試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
お
よ

び
作
文
（
５
０
０
字
程
度
）

◇
試
験
日

平
成
22
年
１
月
23
日
㈯

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協

力
本
部
川
内
出
張
所
〔
☎
０
９
９
６
（
２

２
）
２
４
０
１
〕
か
市
役
所
市
民
環
境
課

住
民
係
〔
☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線

１
４
２
１
）〕へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小型船舶免許　更新･失効講習
日　時：① 12月5日㊏ 9：30～

更　新： ¥9,000
失　効：¥15,000

会　場：阿久根市民会館

TEL（099）281-7753TEL（099）281-7753
入枝海事事務所入枝海事事務所

② 22年2月3日㊌ 14：00～

〈随時実施します。お問い合せ下さい〉

写真は当日撮影

◆
一
般
職

阿
久
根
市
職
員
人
事
異
動

◆
一
般
職

総
務
課
（
生
き
が
い
対
策
課
）永

田　

靖
子

生
き
が
い
対
策
課
（
健
康
増
進
課
）

田
上　

智
子

平
成
21
年
11
月
１
日
付　

（　

）
は
旧
職

阿
久
根
市
産
業
祭

12

月
19

日
㈯
・
20

日
㈰

阿
久
根
総
合
運
動
公
園

多
目
的
雨
天
運
動
場
で
開
催
Y
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５歳児むし歯ゼロ表彰　むし歯ゼロおめでとう！
市内保育園・幼稚園に通う、むし歯のない５歳の子どもたち計51名が表彰されました。
表彰された子ども達は、５歳までむし歯を作らないように頑張った家族や園の先生方にとても感謝

していると思います。むし歯の有り無しに関わらず、家族みんなで、毎日の「歯みがき」や「おやつ
の時間・内容」などのお口のケアに取り組みましょう。

〈阿久根幼稚園〉

根 比 竣 丞

松 田 初 季

松 下 駿 斗

川 畑 優 衣

佐 藤 直 紀

萩　原　慎太郎

香 取 佑 哉

三 明 晃 大

〈めぐみ幼稚園〉

中 村 恭 嘉

上 松 浩 人

竹 田 怜 生

末 吉 真 菜

森 山 竣 太

出 口 翔 真

弓 場 美 貴

〈みどりが丘保育園〉

長 田 　 凛

清 水 　 龍

倉 津 奨 平

濵 上 真 優

石 澤 悠 也

内 園 愛 純

冨 吉 海 愛

〈蓮華保育園〉

君 島 里 歩

毛 利 夏 輝

松 下 青 葉

釣 井 優 斗

沢 村 未 來

坂 元 涼 祐

西　　　十史朗

〈文旦保育園〉

山　口　夕稀奈

梶 尾 風 花

尾 道 陽 向

堂 後 航 希

羽 吹 　 葵

〈みなみ保育園〉

大 塚 蒼 生

郡 山 桃 華

佐 潟 　 智

佐 潟 　 倫

濱 﨑 志 帆

大 田 智 也

〈阿光保育園〉

神之田　大　翼

岩 下 由 依

東 園 政 輝

野 添 流 聖

丸 山 広 夢

田 上 　 叶

宮 野 　 隼

〈おりた保育園〉

福 永 悠 介

竹 下 桃 花

川 崎 　 心

川 畑 凛 々

阿光保育園　５歳児むし歯ゼロ児 蓮華保育園　５歳児むし歯ゼロ児



６月の総合健診を受けられなかった方を対象に

12月２日㈬と12月４日㈮に総合健診を行います
（ＪＡ鹿児島いずみ阿久根支所）　（脇本地区公民館）

〔対象者〕　40歳以上
○特定健診　　　　自己負担　無　料（40歳から75歳未満の方で国民健康保険に加入している方）
○長寿健診　　　　自己負担　無　料（75歳以上の方）
65歳以上の方は介護予防健診を同時に受けていただきます。
○胃がん検診　　　自己負担　1,000円（75歳以上は無料）
○大腸がん検診　　自己負担　 500円（75歳以上は無料）
○腹部超音波検診　自己負担　1,200円
○前立腺がん検診　自己負担　 500円

★希望の健診を組み合わせて受けられます。
〔場所〕　12月２日（ＪＡ鹿児島いずみ阿久根支所）　12月４日（脇本地区公民館）
〔受付時間〕　８：00～11：00

〔検査機関〕　ＪＡ鹿児島厚生連健康管理センター
★ＪＡの職員健診と合同で実施します。
★必ず保険証をお持ちください。

《問い合わせ先》　健康増進課　保健予防係
☎ ７３－１２１１（内線１４５７・１４５８・１４６１）　　ＦＡＸ ７３－０２９７

－ 13－

鹿児島県薬剤師会設立100周年記念講演
〈日時〉　平成21年11月22日㈰

午前の部　11時～12時
午後の部　13時30分～14時30分

〈場所〉　出水保健センターまつり会場内
〈講師〉　㈳鹿児島県薬剤師会

理事　丸野　太　先生
〈演題〉　「野辺の薬草に学ぶ」

～あなたの生活に取り入れてみませんか～
〈内容〉　薩摩と薬草のはなし

なぜ今薬草なのか
日々の暮らしと薬草のはなし
健康に暮らすにはどうしたらよいか
薬草の種類と使い方

※当日は薬草の苗を先着300名様にプレゼントいたします。
また、聴講された方先着100名様（午前・午後　各50名）
に薬草の本をプレゼントいたします。
10時～15時、会場にて薬草の写真パネルの展示、薬草茶
の試飲を行います。

主催：㈳鹿児島県薬剤師会出水支部

事前に申し込みが必要です
※申込み方法
保健予防係まで、電話またはＦＡＸ（お名前、住所、生年月日、電話番号明記）にてご連絡ください。
申込締切：11月30日㈪まで

特定健診は
無料なのね
♪

大谷るみ子氏講演会

認知症ケア専門家として活躍され

ている大谷るみ子氏を講師に招き次

のとおり講演会が開催されます。入

場は無料です。

◇日　時

11月28日㈯　19時～

◇場　所

グランビューあくね「望洋の間」

◇テーマ

「認知症の人に寄り添うケアとま

ちづくり」

※問い合わせ先

ニューライフいずみ

☎６３－８０００



児童対策係からのお知らせ児童対策係からのお知らせ
■保育所入所手続のご案内

平成22年度の公立・私立保育所の継続入所と新規

入所の手続は次のとおりとなります。

なお、年度内に入所を予定（産休・育児休暇明け

等）される方も予約手続が必要です。

◇受付開始　　12月１日㈫～

◇受付場所　　生きがい対策課（５番窓口）

◇入所基準

次の理由などにより自宅で保育できない場合です。

①保護者が家庭内および家庭外の労働に従事して

いる場合

②母親が妊娠中か出産後で健康上保育できない場

合

③保護者が疾病の場合または病人の看護をしてい

る場合

④家庭の災害等で保育できない場合

＊申請用紙は、市役所生きがい対策課、三笠支所、

大川出張所、各保育所にあります。

－ 14－

市 内 保 育 園 一 覧

名　　　　称 定員 所　在　地 電話番号

阿 光 保 育 園 120 鶴見町162 73－1775

蓮 華 保 育 園 90 栄町99 72－0043

みどりが丘保育園 60 赤瀬川887－１ 73－3280

文 旦 保 育 園 90 脇本637 75－3310

お り た 保 育 園 45 折口1807－３ 75－0170

阿 久 根 め ぐ み

保 育 園
20 波留5465－１ 72－0431

み な み 保 育 園 90 西目2086 72－0473

■平成22年度から保育料が軽減されます
平成22年度阿久根市保育所負担金額表

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収金（保育料）基準額（月額）

階層区分 定　　　　　　　義 ３歳未満児の場合 ３歳以上児の場合

第１階層
生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）によ

る被保護世帯（単給世帯を含む。）
０円 ０円

第２階層
第１階層及び第４階層

から第７階層までを除

き，前年度分の市町村

民税の額の区分が次の

区分に該当する世帯

市町村民税非課税世帯 ４，５００円 ３，０００円

第３階層 市町村民税課税世帯 ９，０００円 ８，０００円

第４階層

第１階層を除き，前年

分の所得税課税世帯で

あって，その所得税の

額の区分が次の区分に

該当する世帯

４０，０００円未満 １５，０００円 １３，０００円

第５階層
４０，０００円以上

１０３，０００円未満
２０，０００円 １８，０００円

第６階層
１０３，０００円以上

４１３，０００円未満
２８，０００円 ２２，０００円

第７階層 ４１３，０００円以上 ３０，０００円 ２５，０００円

※問い合わせ先　　生きがい対策課　児童対策係　☎７３－１２１１（内線１４１１）



あなたの能力や経験を
生かしてみませんか。

シルバー人材センター会員募集中Y

－ 15－

「
阿
久
根
の
地
名
」、「
阿
久
根
の

む
か
し
ば
な
し
」
な
ど
計
６
冊
の
阿

久
根
市
誌
双
書
が
あ
り
ま
す
（
市
立

図
書
館
で
貸
出
し
、
販
売
し
て
い
ま

す
）。その

中
で
大
川
や
倉
津
、
波
留
、

桐
野
な
ど
地
名
の
由
来
が
紹
介
さ
れ

た
「
阿
久
根
の
地
名
」
が
、
大
変
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

こ
の
他
に
も
各
地
区
に
伝
わ
る
昔

話
、
阿
久
根
の
人
物
伝
、
自
然
な
ど

が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
双
書
が
あ
り
ま

す
の
で
、
秋
の
夜
長
の
こ
の
時
期
に

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
角
島
）

阿

久

根

短

歌

会

阿

久

根

短

歌

会
※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

笠
山
に
ひ
と
は
け
の
雲
棚
引
き
て
広
が
る
稲
田
色
づ
き
映
ゆ
る 

新　

町　

遠
矢　
　

律

灼し
ゃ
く
ね
つ

熱
の
日
を
追
ひ
か
け
し
向
日
葵
の
花
も
終
り
ぬ
夏
も
終
り
ぬ 

上　

野　

河
南
誠
一
郎

支
へ
つ
つ
支
へ
ら
れ
つ
つ
な
が
ら
へ
て
夫
と
敬
老
の
祝
膳
に
謝
す 

折　

口　

白
濵　

ノ
ブ

稔
り
田
の
香
の
た
つ
農
道
親
し
く
て
五
千
歩
目
指
す
夕
べ
の
日
課 

上　

野　

亀
澤　

笑
子

膝
痛
も
生
き
い
る
証
と
医
師
は
言
ふ
夜
半
に
目
覚
め
て
来
し
方
思
ふ 

脇　

本　

野
村　

克
江

「
合
掌
の
す
が
た
は
女
を
み
な

の
美
し
さ
」
と
亡
母
の
こ
と
ば
今
よ
み
が
へ
る 

脇　

本　

宮
原　

範
子

灼
熱
に
耐
へ
来
し
白
菜
や
う
や
く
に
か
け
る
夕
べ
の
水
に
う
る
ほ
ふ 

上　

野　

有
田
イ
チ
エ

枕
辺
の
孫
の
手
を
と
り
背せ
な

を
掻
く
か
か
る
快
感
老
い
病
み
て
知
る 

脇　

本　

赤
﨑　

タ
エ

思
ひ
出
と
ふ
心
に
宿
る
明
か
り
あ
り
日
日
の
暮
ら
し
の
力
と
な
り
ぬ 

琴　

平　

川
畑　

ス
ミ

荒
磯
の
岩
に
沖
向
く
鵜
の
む
れ
を
見
つ
つ
思
ほ
ゆ
防さ
き

人も
り

の
歌 

折　

口　

別
府　

義
明

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

柏
木　

悠ゆ
う

真ま　

真　

悟
（
高
之
口
）

杉
元　

佑ゆ
う

成せ
い　

浩　

一
（
大　

丸
）

中
竹
寿す

美み

麗れ　

稚　

代
（
中　

村
）

池
之
原　

楓
か
え
で　

康　

幸
（
田
代
下
）

宮
園　

結ゆ

愛あ　

真　

理
（
大　

丸
）

安
田　

友ゆ
う

香か　

宏
三
郎
（
大　

丸
）

松
永　

徠ら
い

華か　

敏　

矢
（
寺　

山
）

児
玉　

成な
る

海み　

武　

久
（
高
之
口
）

町
田　

楼ろ
う

奈な　

裕　

志
（　

潟　

）

野
村　

翔
し
ょ
う　

　
　

純　

（
高
之
口
）

松
下　

蒼あ
お

彩い　

耕　

治
（　

段　

）

赤
﨑　

紅も

み

じ葉　

浩　

貴
（
高
之
口
）

黒
木　

亜あ

妃き　

一　

紀
（
市　

外
）

岩
切
タ
ツ
子
85
（
遠
見
ヶ
岡
）
昌　

昭

永
野　

イ
ソ
97
（
大　

漉
）
義　

之

田
原　

ナ
カ
92
（
田
代
中
）　

力

堂
山　

勇　

76
（　

浦　

）　

泉

下
澤
タ
ミ
子
66
（
古　

里
）
喜
久
雄

谷
口
ミ
ス
ヱ
74
（
長　

谷
）　

力

柏
木　

重
文
68
（
下　

村
）
一　

徳

橋
口　

祐
夫
90
（
遠　

矢
）　

裕

竹
原　

重
夫
86
（
八　

郷
）
清　

德

鶴
﨑
ヒ
サ
ヨ
88
（
上　

野
）
秀　

樹

猿
樂　

ナ
ツ
90
（　

潟　

）
秀　

人

松
尾　

直
義
88
（
永
田
下
）
和　

義

福
浦　

忠
一
88
（
黒
之
浜
）
ナ
ツ
エ

大
下　

盛
雄
85
（
上　

野
）
清　

子

園
田
チ
ヨ
子
89
（
古　

里
）　

茂

宮
園
ア
ヤ
子
89
（
上　

野
）
孝　

夫

新
藏
フ
ヂ
ヱ
85
（　

段　

）
志　

明

益
滿　

ミ
チ
86
（
中　

村
）
行　

孝

川
畑
矢
一
郎
97
（
川
畑
中
）
シ
ナ
ヱ

宮
原　

幸
男
84
（
永
田
下
）
安　

男

川
畑　

秀
雄
79
（
的　

場
）
ツ
ヤ
子

死　

亡　

者
年齢
（
区　

名
）
代
表
者

人のうごき
11月１日現在
（　）は前月比

人　口
24,122人
（－16人）

男
11,272人
（－７人）

女
12,850人
（－９人）

世帯数
10,789世帯
（－１世帯）

出 生 13人
死 亡 25人
転 入 41人
転 出 45人

出　

生　

児　

保
護
者
（
区　

名
）

あなたの能力や経験を
生かしてみませんか。

シルバー人材センター会員募集中Y

シルバー人材センターでは、市内に居住し、

原則60歳以上の健康で働く意欲のある会員を募

集します。

毎月第１・３火曜日の９時からシルバー人材

センター事務所内で入会説明会を行っています。

入会を希望される方は、電話などで予約し出席

してください。

◇ 主な仕事内容
公園の掃除、除草、草刈、植木の手入れなど

※入会予約および問い合わせ先

阿久根市シルバー人材センター

☎７３－４８８８

シルバーの日に市内各地でボランティア清掃を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月15日）



中央公園がライトアップされます
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

寺

下　

美

佳
さ
ん
™3

◇趣味は何ですか・・・

映画を見ることです。

◇性格を自己分析してください。

明るい

◇理想の異性像は・・・

お父さんみたいな人（笑）

◇興味のある事は何ですか・・・

デカバドミントン

●編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係
〒899-1696　鹿児島県阿久根市鶴見町200番地　☎（0996）73-1211

●阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
●阿久根市携帯サイト　http://www.city.akune.kagoshima.jp/keitai/

10
月
28
日
、
文
旦
保
育
園
の
園
児

24
名
が
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
モ
チ

米
と
イ
モ
を
福
祉
施
設
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

福
祉
施
設
に

モ
チ
米
な
ど
を
寄
贈

10
月
13
日
、折
多
小
の
児
童
が「
折

多
校
区
の
自
然
を
守
る
会
」
の
会
員

の
協
力
を
得
て
、
校
区
内
の
田
ん
ぼ

で
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

実
り
の
秋
Y稲

刈
り
に
挑
戦

中央公園がライトアップされます

阿久根商工会議所青年部では、第10回目となる中央公

園ライトアップ事業を行います。なお、点灯期間は来年

の１月９日㈯までです。

点灯式では、先着200名のお子様に景品をお配りする

ほか、300名に光るブレスレットのプレゼントもありま

す。多くの皆様の参加をお待ちしています。

◇点灯式　11月28日㈯　18時30分～

※問い合わせ先　阿久根商工会議所　☎７２－１１８５

10月２日、「第８回ＫＫＢふるさとＣＭ大賞」
の審査会が鹿児島市民文化ホールで行われまし
た。このＣＭ大賞は、県内各市町村が手づくり
ＣＭ（コマーシャル）でふるさと自慢を競い合
うものです。今年は30作品のエントリーがあり
ました。その中で、鶴翔高校放送部が制作した
本市の作品は「すてがたいで賞（副賞はＣＭが
20回放送される権利）」を受賞し、本市は３年
連続の入賞となりました。
なお、審査会の様子は、11月23日（祝日）

午前10時からＫＫＢで放送されます。

ＫＫＢふるさとＣＭ大賞 ３年連続入賞
－すてがたいで賞受賞（制作：鶴翔高校放送部）－

鶴翔高校放送部の皆さん

同じ商品なら他店より安い自信があります。
ぜひ一度ご覧下さい。

本町通り ℡７２－０８７８

カタログ価格より

玩具センター たなか

破魔弓・羽子板

４割引いたします

初正月
赤ちゃんの幸せ祝う


